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今
年
度
第
二
回
目
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
発
行
に
つ
い
て

シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
会
で
は
、
科
学
技
術
の
人
間
、
社
会
、
環
境
と
の
調
和
を
は
か
る
た
め
、
研

究
調
査
、
社
会
啓
発
、
国
際
交
流
の
三
つ
の
分
野
で
特
定
非
営
利
事
業
と
し
て
の
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
そ
の
活
動
の
疇
端
は
、
こ
れ
ま
で
毎
年
一
回
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
に
ま
と
め
会
員
の

皆
様
や
関
心
の
あ
る
方
々
に
配
布
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
か
ら
吉
田
民
也
理
事
の
協
力
を
え
て
ニ

ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
年
間
発
行
回
数
と
ペ
ー
ジ
数
を
増
や
す
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。
こ
の
V
O
L
・

8
は
今
年
度
二
回
目
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
で
す
。

本
発
行
で
は
今
年
上
期
に
取
り
組
ん
だ
活
動
の
う
ち
、
八
月
三
十
日
に
京
大
百
周
年
記
念
館
で
開

催
の
シ
ン
ビ
オ
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
中
心
に
構
成
し
ま
し
た
。

今
年
三
月
十
一
日
、
東
日
本
大
震
災
に
端
を
発
し
た
東
電
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る

周
辺
住
民
の
退
避
は
事
故
当
初
だ
け
で
な
く
そ
の
後
も
長
引
い
て
い
ま
す
。
ま
た
全
国
的
な
原
子

力
発
電
所
の
再
稼
働
問
題
や
原
子
力
政
策
の
見
直
し
な
ど
、
今
後
の
我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

が
に
わ
か
に
不
透
明
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
シ
ン
ビ
オ
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
そ
う
い
っ
た

状
況
か
ら
、
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
と
利
用
の
在
り
方
に
焦
点
を
あ
て
ま
し
た
が
、
本
ニ
ュ
ー

ス
レ
タ
ー
で
は
「
共
生
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
萌
芽
的
研
究
」
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
各

講
演
と
、
そ
の
後
の
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
に
よ
る
討
論
「
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
か
ら
の
教

訓
」
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
校
留
学
中
の
伊
藤
京
子

理
事
に
は
同
校
で
の
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
研
究
の
紹
介
記
事
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し

て
シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
会
が
今
年
協
賛
し
た
韓
国
デ
ジ
ョ
ン
で
の
－
C
－
2
0
1
1
国
際
会
議
の

概
要
を
報
告
し
ま
す
。

今
後
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
で
は
　
私
た
ち
の
開
催
し
た
研
究
会
や
講
演
会
な
ど
の
発
表
か
ら
そ
の

時
々
の
社
会
動
向
や
関
心
の
高
い
問
題
に
も
焦
点
を
あ
て
て
　
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
、
有
益
な

小
冊
子
に
な
る
よ
う
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
会
　
会
長
　
吉
川
　
柴
和
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シンビオ国際ワークショップ終了後の集合写真

シ
ン
ビ
オ
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
2
0
1
1
か
ら

「
共
生
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
萌
芽
的
研
究
し
セ
ッ
シ
ョ
ン
報
告

吉
田
　
民
也

科
学
技
術
の
人
間
、
社
会
、
環
境
と
の
共
生
活
動
の
柱
の
一
つ
と
し
て
シ
ン
ビ
オ
社
会

研
究
会
が
取
り
組
ん
で
き
た
国
際
交
流
事
業
に
つ
い
て
、
今
年
は
八
月
三
十
日
、
京
大

百
周
年
時
計
台
記
念
館
に
て
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
問
題
に
関
わ
る
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
2
0
1
1
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
パ
ー
ト
2
で
「
共
生
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

ム
に
関
す
る
萌
芽
的
研
究
」
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
設
け
、
中
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
お
よ
び
わ

が
国
の
若
手
研
究
者
五
人
に
次
の
発
表
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
　
レ
ア
ア
ー
ス
と
ト
リ
ウ
ム
資
源
を
有
効
利
用
す
る
共
生
的
コ
ン
セ
プ
ト

l
「
福
島
原
発
事
故
を
考
慮
し
た
日
本
に
お
け
る
将
来
の
ス
マ
ー
ト
電
力
シ
ス
テ
ム
の

シ
ナ
リ
オ
分
析

三
．
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
用
し
た
三
感
覚
拡
張
リ
ア
リ
テ
ィ
放
射
線
学
習
支
援
シ
ス

テ
ム

四
．
独
創
的
な
構
成
の
被
覆
燃
料
粒
子
を
用
い
た
小
型
P
W
R
炉
心
の
設
計
改
良

車
　
ア
ジ
ア
の
発
電
ミ
ッ
ク
ス
＝
経
済
的
ア
プ
ロ
ー
チ

福
島
事
故
を
踏
ま
え
る
と
従
来
の
原
子
力
技
術
の
安
全
性
向
上
を
図
る
だ
け
で
な
く
、

多
様
な
原
子
力
利
用
の
新
し
い
可
能
性
の
研
究
開
発
を
進
め
る
こ
と
、
原
子
力
に
一
方

的
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
様
々
な
発
電
技
術
や
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
な
ど
先
端
技
術

に
力
を
注
ぐ
こ
と
、
わ
が
国
の
み
な
ら
ず
、
海
外
と
の
連
携
の
視
点
で
取
り
組
む
こ
と

な
ど
・
総
合
的
な
取
り
組
み
の
重
要
性
が
増
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
そ
れ
ら
の
事
例
を
取
り
上
げ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

以
下
、
各
題
目
の
概
要
を
個
別
に
紹
介
し
ま
す
。
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一
レ
ア
ア
ー
ス
と
ト
リ
ウ
ム
資
源
を
有
効
利
用
す
る
共
生
的
コ
ン
セ
プ
ト

発
表
者
　
立
命
館
大
学
　
亀
井
　
敬
史
氏

福
島
事
故
後
、
太
陽
光
や
風
力
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
天
候
へ
の
依
存
性
が
強
く
、
安
定
的
な
供
給
は
で
き
ま

せ
ん
。
蓄
電
池
で
余
剰
発
電
分
を
貯
め
る
こ
と
で
、
全
体
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
ま
す
。
電
気
自
動
車
（
E
V
）
　
の
拡
大
は
、
積
載
蓄
電
池
を
ス
マ
ー

ト
グ
リ
ッ
ド
で
バ
ッ
フ
ァ
に
も
利
用
で
き
る
こ
と
が
魅
力
で
す
。
た
だ
、
E
V
の
モ

ー
タ
用
超
強
力
磁
石
の
材
料
と
な
る
ネ
オ
ジ
ム
な
ど
レ
ア
ア
ー
ス
を
鉱
石
か
ら
取
り

出
す
と
、
あ
と
に
放
射
性
物
質
の
ト
リ
ウ
ム
が
大
量
に
残
る
こ
と
が
課
題
で
す
。

ト
リ
ウ
ム
は
原
子
力
の
燃
料
に
な
り
ま
す
が
、
着
火
材
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
　
（
P
 
u
）

な
ど
が
な
い
と
動
か
な
い
の
で
、
ウ
ラ
ン
が
今
ま
で
世
界
の
原
子
力
で
は
使
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
P
 
u
を
使
う
高
速
増
殖
炉
の
実
用
化
が
進
ま
ず
、
P
 
u
が
貯
ま

っ
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。
こ
の
P
 
u
を
ト
リ
ウ
ム
に
混
ぜ
て
使
え
ば
、
P
 
u
を
消

費
す
る
と
同
時
に
ト
リ
ウ
ム
が
ウ
ラ
ン
二
三
三
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
よ
り
安
全
で
核

廃
棄
物
の
少
な
い
原
子
力
発
電
が
可
能
で
す
。
溶
融
塩
炉
と
い
う
液
体
燃
料
方
式
に

す
れ
ば
経
済
的
に
小
型
化
で
き
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
出
力
変
動
を
補
完
す
る

運
転
も
で
き
ま
す
。
そ
の
電
気
を
E
V
に
供
給
す
れ
ば
輸
送
分
野
の
C
0
2
削
減
に

も
貢
献
し
ま
す
。
ト
リ
ウ
ム
溶
融
塩
炉
の
実
用
化
に
は
十
年
程
度
か
か
り
ま
す
。

亀
井
氏
は
レ
ア
ア
ー
ス
と
ト
リ
ウ
ム
の
利
用
時
期
の
時
差
に
対
処
す
る
物
質
循
環
コ

ン
セ
プ
ト
を
提
案
し
ま
し
た
。
レ
ア
ア
ー
ス
生
産
に
伴
う
ト
リ
ウ
ム
を
「
ト
リ
ウ
ム

銀
行
」
　
で
保
管
す
る
、
そ
の
後
ト
リ
ウ
ム
を
商
業
利
用
す
る
国
に
貸
し
出
し
、
利
子

と
し
て
使
用
済
燃
料
の
ウ
ラ
ン
二
三
三
を
回
収
す
る
。
こ
れ
を
そ
の
後
の
燃
料
に
利

用
す
れ
ば
環
境
保
全
を
し
な
が
ら
ト
リ
ウ
ム
が
う
ま
く
循
環
し
て
い
き
ま
す
。
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二
　
福
島
原
発
事
故
を
考
慮
し
た
日
本
に
お
け
る
将
来
の

ス
マ
ー
ト
電
力
シ
ス
テ
ム
の
シ
ナ
リ
オ
分
析

発
表
者
　
京
都
大
学
　
張
　
奇

わ
が
国
の
電
力
に
占
め
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
水
力
発
電
を
除
く
）
　
の
割
合
は

一
％
程
度
で
す
が
、
固
定
価
格
買
取
制
度
な
ど
普
及
策
が
本
格
化
す
る
に
つ
れ
今
後

大
幅
に
伸
び
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電
な
ど
は
出

力
変
動
が
大
き
い
た
め
電
力
の
品
質
や
安
定
供
給
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
こ
の

対
応
と
し
て
、
供
給
側
の
機
器
を
制
御
し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
出
力
変
動
を

吸
収
し
っ
つ
、
需
要
側
で
は
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
の
情
報
に
基
づ
い
て
電
気
自
動
車
、

蓄
電
池
や
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
な
ど
を
制
御
し
て
電
力
使
用
量
を
加
減
し
需
給
を
バ
ラ
ン

ス
さ
せ
る
ス
マ
ー
ト
電
力
シ
ス
テ
ム
の
技
術
開
発
が
本
格
化
し
て
い
ま
す
。

張
氏
か
ら
は
、
二
〇
三
〇
年
に
ス
マ
ー
ト
電
力
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
場
合
の
シ
ナ

リ
オ
分
析
結
果
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
全
発
電
規
模
の
半
分

程
度
と
し
、
原
子
力
は
「
脱
原
発
」
　
「
維
持
」
　
「
増
加
」
　
の
三
つ
の
シ
ナ
リ
オ
を
、

需
要
側
の
蓄
電
池
な
ど
の
設
備
量
に
つ
い
て
五
つ
の
シ
ナ
リ
オ
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
火
力
発
電
は
四
十
五
年
間
の
運
転
後
に
廃
止
し
ま
す
。
電
力
需
要
パ
タ
ン
や

気
象
デ
ー
タ
、
燃
料
の
C
O
2
排
出
係
数
な
ど
を
入
力
デ
ー
タ
と
し
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
分
析
に
よ
り
発
電
種
別
ご
と
の
発
電
パ
タ
ン
、
蓄
電
池
の
運
転
パ
タ
ン
や

C
0
2
の
排
出
量
を
求
め
ま
し
た
。
結
論
と
し
て
、
将
来
の
ス
マ
ー
ト
電
力
シ
ス
テ

ム
は
原
子
力
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
形
で
考
え
、
そ
こ
で
蓄
電

池
な
ど
を
適
切
に
活
用
す
れ
ば
余
剰
電
力
と
C
0
2
を
低
減
し
っ
つ
安
定
し
た
需
給

が
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。

将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
に
と
り
原
子
力
に
多
く
を
頼
ら
な
い
シ
ナ
リ
オ
分
析

も
必
要
で
す
。
電
力
シ
ス
テ
ム
の
制
御
特
性
を
考
慮
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
可
能
量
の
評
価
な
ど
本
研
究
に
関
連
し
た
重
要
テ
ー
マ
が
ま
だ
多
く
あ
り
ま
す
。
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画像と音で放射線を示すとともに振動器を作動させます

三
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
用
し
た
三
感
覚
拡
張
リ
ア
リ
テ
ィ
放
射
線
学
習
支
援
シ
ス
テ
ム

発
表
者
　
京
都
大
学
　
下
田
　
宏
　
氏

福
島
事
故
は
ま
だ
収
束
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
放
射
線
の
危
険
を
顧
み
ず
多
数
の
方

々
が
現
場
で
働
い
て
い
ま
す
。
現
在
の
、
損
壊
原
子
炉
の
隔
離
、
放
射
能
に
汚
染

し
た
瓦
礫
の
撤
去
か
ら
、
将
来
の
解
体
処
理
ま
で
考
え
る
と
数
十
年
も
の
長
期
に

わ
た
っ
て
、
多
数
の
作
業
者
が
放
射
線
環
境
下
の
作
業
に
従
事
す
る
と
予
想
さ
れ

ま
す
。
放
射
線
は
人
の
五
感
に
感
じ
な
い
の
で
知
ら
な
い
う
ち
に
放
射
線
を
浴
び

て
し
ま
う
危
険
が
あ
り
ま
す
。
A
R
　
（
拡
張
現
実
感
）
　
は
人
の
五
感
で
感
じ
る
現

実
世
界
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
生
成
し
た
情
報
を
重
ね
、
『
現
実
世
界
を
拡
張
す
る
』

技
術
で
す
。
こ
れ
を
活
用
す
れ
ば
放
射
線
の
流
れ
や
強
弱
、
遮
蔽
物
の
効
果
を
目

で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
放
射
線
か
ら
身
を
守
る
の
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

下
田
氏
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
放
射
線
学
習
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て
い

ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
特
長
は
、
端
末
に
広
く
普
及
し
て
い
る
・
I
P
h
 
O
 
n
 
e

3
G
S
を
利
用
し
、
視
覚
表
示
以
外
に
聴
覚
、
触
覚
（
振
動
）
も
感
じ
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
カ
メ
ラ
映
像
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
図
形
を
重
畳
し
て
放
射
線

の
空
間
分
布
を
表
示
し
ま
す
。
ま
た
放
射
線
強
度
は
端
末
か
ら
の
ビ
ー
プ
音
で
知

ら
せ
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
て
小
型
バ
イ
プ
レ
ー
タ
を
多
数
埋
め
込
み
、
放
射
線
強

度
に
応
じ
て
振
動
パ
タ
ン
や
強
さ
を
変
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
実
験
の
結
果
．

放
射
線
の
直
感
的
理
解
に
役
立
つ
こ
と
．
視
覚
よ
り
も
聴
覚
や
触
覚
で
知
ら
せ
る

方
法
が
放
射
線
の
強
さ
を
直
感
す
る
の
に
効
果
的
と
の
こ
と
で
す
。

わ
が
国
で
は
福
島
事
故
で
放
射
能
汚
染
が
拡
が
り
、
人
々
が
放
射
線
に
不
安
を
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
は
作
業
現
場
だ
け
で
な
く
一

般
の
人
々
に
と
っ
て
も
放
射
線
の
正
し
い
理
解
に
役
立
つ
と
期
待
で
き
ま
す
。


